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１．研究基本情報 

課題名 行動・認知・神経科学の方法を用いた、人文学・社会科学の新たな展開 

研究テーマ名 社会心理学・神経科学・内分泌学の連携による文化差の遺伝的基盤の解明 

責任機関名 国立大学法人 東海国立大学機構 名古屋大学 

研究代表者（氏 名 ・所 属 ・ 職 ） 石井敬子 大学院情報学研究科 准教授 

研究期間 平成26年度 ～ 令和2年度 

委託費 

平成26年度   2,000,000円 

平成27年度   3,450,000円 

平成28年度   3,200,000円 

平成29年度   4,700,000円 

 平成30年度   4,300,000円 

 平成31年度・令和元年度   3,600,000円 

 令和2年度     1,350,000円 

 
２．研究の目的 
人は社会・文化環境なしに生きることは不可能であり、また社会・文化環境は人々の相互作用なくしては成立し

ない。このため、人文・社会科学の諸領域は広義での文化現象を扱っていると言っても過言ではない。しかし、従
来の人文・社会科学は、その文化現象がいかに生み出されるのかについての根本的な問い（すなわち、文化はどの
ように形成・維持されるのか、そして異なる文化がなぜ生じてきたのか）に対して十分な答えを提供していない。
例えば、文化人類学は、対象とする文化における参与観察を通じ、当該の文化内で共有された意味や認識の体系を
明らかにしてきた。文化心理学は、心理学実験を文化の理解に適用し、自己観や推論といった高次の心理プロセス
だけでなく、知覚や注意といった低次の心理プロセスにも文化の影響が及ぶことを示してきた。近年、文化心理学
に神経科学の手法を取り入れた文化神経科学は、このような文化の影響が脳・生理レベルで検出可能であることを
示している。しかしながら、これらの知見は文化の記述の域を完全に超えることはできず、なぜそもそも文化が存
在するのかという問いには答えていない。 

本研究では、この問題に対する１つのアプローチとして、社会・文化環境と遺伝子が共進化してきた可能性に着
目する（Cavalli-Sforza & Feldman, 1981; Durham, 1991; Richerson & Boyd, 2005）。つまり、遺伝的な特性と文化的特性
が相互作用し生態学的環境への適応が達成されているという考え方である。このアプローチでは文化は環境への適
応として存在し、その内容は環境と対応していることが予測される。単純な例としては、狩猟採集・牧畜・農業な
どの生業形態（文化）は、環境への適応である。しかし、それだけでなく、その文化によって遺伝子が影響を受け
ることがある（牧畜民の間で離乳後にも生乳を消化する能力を保持し続ける特性が遺伝的に進化したことはよく知
られている）。また、過去の環境への遺伝的適応が、現在の文化の素地を作っている可能性もある。例えば、ドーパ
ミンD4受容体遺伝子 (DRD4) にはその長短による多型があり、短いタイプの人と比較し、長いタイプの人は新奇
性探求傾向が高いことが知られている。そしてこの多型の割合には地域差があり、アジアでは長いタイプの人の割
合が非常に低いのに対し、南米ではむしろ短いタイプの人よりも長いタイプの人の割合が高い (Chang et al., 1996)。
実際、歴史上、移住の経験がある民族集団では長いタイプの人の割合が高く、特にその移動距離が長いほどその傾
向が顕著である。つまり、DRD4の長いタイプが未知の環境において適応的であったかもしれない (Chen et al., 

1999)。この遺伝子型の地域差は、定住生活に入った現在における文化差を規定する一因となっているかもしれな
い。 

本研究では、人の心の性質と社会・文化環境の関わりを検討してきた従来の社会科学的アプローチに遺伝子と文化
の共進化の考え方を援用することで、西洋・東洋の文化差を含む、広範な文化差の起源を説明することを試みる。具
体的には、セロトニン、オキシトシン、ドーパミンといった神経伝達物質に関連した遺伝子多型が文化差とどのよう
に関わるのかを網羅的に検討し、遺伝子と文化の共進化についての実証的知見に基づき、文化差の遺伝的基盤を明ら
かにすることを目指す。特に、社会心理学実験の手法と遺伝子解析、内分泌学といった自然科学の手法を統合するこ
とにより、従来の生業形態や生態学的環境だけでは説明することが難しい、自己観、認知、感情経験等における洋の
東西における文化差が、どのような共進化により生み出され、維持されてきたのかを理解することが本研究の目的で
ある。 

 
３．研究の概要 
本研究では、社会・文化差の起源とその維持の理解に向けて、遺伝子と文化の共進化モデルを援用し、社会・文
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化環境に依存した心の性質と遺伝子多型との相互関係に着目した。具体的には、これまでの社会・文化心理学の知
見に基づき、自己、認知、感情、分配・協力行動に関する網羅的行動バッテリーテストを作成し、日本（神戸大
学）とカナダ（アルバータ大学）でそのテストを大きく2回に分けて実施した (第1回：2015年3月～2016年4

月、第2回：2018年2月～2019年4月)。最終的には約800名からのデータを収集した。このデータセットに対
し、まず参加者の18の遺伝子多型を解析し、1) それぞれの文化で優勢な文化的特徴は、ある遺伝子型をもつ者に
顕著にみられる可能性（つまり文化と遺伝子が相互作用する可能性）、2) 各社会での社会・生態学的環境が文化差
を決めており、その要因により規定される文化差は、遺伝子型とは無関係に個人に内面化され、結果的にその個人
の高い適応へとつながる可能性（つまり個体発生レベルでの適応の可能性）のうちどちらが妥当かを検討した。 

 

・網羅的行動バッテリーテストの作成 

2014年12月に神戸大学および東京大学をスカイプでつないでミーティングを行い、行動バッテリーに含む課題を
検討し、そのテストを作成した。これは、文化心理学、進化心理学で使用されている課題や尺度、さらには
IQ や Big Five といった個人の知能や性格を測定する 24の質問紙（行動抑制・活性 [Carver & White, 1984], コ
ントロール感 [Lachman & Weaver, 1998], コーピングストラテジー [Carver, 1997], 自己についての弁証法的な見方 

[Spencer-Rodgers et al., 2010], 相互独立・協調 [Singelis, 1994], 対人的な影響・調整 [Tsai et al., 2007], 対人反応性指標 

[Davis, 1983], 道徳観 [Graham et al., 2008], サイコパス傾向 [大隅ら, 2007], 自尊感情 [Rosenberg, 1965], 赦し傾向 

[Berry et al., 2005], 包括的思考 [Ji et al., 2004], 一般的信頼・用心[Yamagishi & Yamagishi, 1994], 孤独感 [Russel et al., 1978], 

自閉スペクトラム症傾向 [若林ら, 2004]、感情の表出のしやすさ [Gross & John, 1997], 個人主義・集団主義 [Singelis 

et al., 1995], 視線からの感情の読み取り [Baron-Cohen et al., 2001], 幸福感に関する質問紙 [Shimai et al. 2004]、時間割
引 [Han & Takahashi, 2012], IQ [Raven’s progressive matrices test], Big Five [NEO Five-Factor Inventory, Costa & McCrae, 1992], 

主観的な社会経済的地位 [Adler et al., 1994], 引っ越し経験や子ども時代の養育環境を尋ねる質問紙）および4種類の
経済ゲーム（独裁者ゲーム、最後通牒ゲーム、信頼ゲーム、囚人のジレンマゲーム）からなるものである。これらの
尺度の多くは英語版と日本語版がすでに開発されていたが、対応する翻訳がないものに関しては研究代表者および
分担者（石井, 大坪, 野口, 松永, 増田）が新たに翻訳し、その妥当性について話し合った上で使用した。また1回目
における予備的な分析結果は、個体発生レベルでの適応仮説を支持するものであったことから、2回目のデータ収集
にあたり、比較文化的な検討をする上で有望そうな行動傾向を取捨選択し、むしろ幸福感や共感といっ
た精神的健康に関連のある項目を増やすことによって行動バッテリーテストを改良した。さらには、幼少
時における家庭環境に関する質問紙 (Risky Families Questionnaire, Taylor et al., 2004)を加えた。 

 

・行動バッテリーテストのデータ収集と解析 

日本（神戸大学）では、1回目に213名、2回目に203名からデータを収集した。カナダ（アルバータ大学）で
は、1回目に181名、2回目に200名からデータを収集した。すべての参加者から遺伝子多型を解析するために爪サ
ンプルを収集した。なお、日本の1回目においては唾液サンプルも収集された。加えて、唾液サンプルのデータを
追加することを目的に、この行動バッテリーテストの短縮版を用いて、日本（名古屋大学）で207名からデータを
収集した。2019年6月～10月に実施し、爪と唾液サンプルの両方を収集した。 

日本人とカナダ人の爪サンプル、および日本人の唾液サンプルは愛知医科大学に送られ、松永が爪サンプルを用い
て実験参加者の遺伝子多型を同定し、唾液サンプルを用いて各人の唾液セロトニンと唾液オキシトシンの値を測定
した。遺伝子多型の解析は、オキシトシン、セロトニン、ドーパミン、オピオイド、エストロゲン、カンナビノイ
ド、オレキシン等の受容体等を含む18個に対して行った。 

 

・文化と遺伝子の相互作用のさらなる理解に向けて：アジア系移民研究、オキシトシン噴霧剤投与実験、トリプト
ファンサプリ投与実験 

本研究は、文化と遺伝子の相互作用のさらなる理解に向けて、まずアジア系移民を対象として同様の行動バッテ
リーテストを実施することを含んでいた。上記で述べた、文化と遺伝子の共進化および相互作用の可能性に基づく
と、アジア系移民は北米文化での生活歴によらず北米のサンプルよりも低い内面化の程度を示すかもしれない。一
方で、個体発生レベルでの適応の可能性によれば、アジア系移民は北米での生活歴に応じて北米文化を内面化して
いると考えられるかもしれない。そしてとりわけ幼少期での北米生活が重要であるかもしれない。次に、本研究で
はオキシトシン受容体遺伝子の多型と共感・信頼の高低とが関わること、およびオキシトシン受容体遺伝子の多型
の分布には西洋・東洋で大きな違いがあることに着目し、遺伝子解析とオキシトシン噴霧剤投与を含む研究を行う
ことで、その投与の影響の文化差を検討することも含めていた。さらに、相関研究の域を出ないという現状の問題
点を克服し生物学的な機序を考えていく手がかりとして、セロトニンの機能に着目し、トリプトファンサプリの摂
取によってセロトニンの機能を上昇させたときの心理傾向への影響を探索することも予定として含めていた。しか
しこれらの検討は、行動バッテリーテストに関してサンプルサイズを大きくしていかなければならない限り、発表
を公刊することが難しいという昨今の研究動向の影響を大きく受け、計画当初の倍のサンプルサイズが必要にな
り、その結果データ収集とそれに伴う解析にかなりの時間を要したこと、またそこでの結果が以下に述べる通り、
文化ないしは遺伝子多型の主効果は確認できるものの、ほとんどの場合でその交互作用が確認できなかったことか
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ら、これら3つの研究を保留し、それに代わる新たな研究を下記の通り3つ行った。 

 

・日本人サンプルの唾液セロトニン・オキシトシンの解析 

オキシトシン噴霧剤実験やトリプトファンサプリ投与実験が前提としている内容を確かめ、かつ探索的ながら新
しい知見を見出していくことを目的に、日本人のみで採取した唾液サンプルからそこに含まれるセロトニンとオキ
シトシン、さらにはカンナビノイドの濃度を測定し、それらのレベルと行動バッテリーテストとの関連を調べた。 

・遺伝と環境要因の相互作用：幼少時における家庭環境の影響 

1回目のデータ収集の結果は、当該の社会・文化環境において優勢な価値に対応した行動傾向は環境情報に敏感な
遺伝子多型をもつ個人において顕著にみられる (Kim et al., 2010; Kitayama et al., 2014) といった遺伝子と文化との相
互作用を追認しなかった一方、例えば、セロトニントランスポーター遺伝子で sを持っている人たちにおいてのみ
幼少期における虐待等の経験が成人期でのうつを予測しやすい (Caspi et al., 2003) といった遺伝子と環境要因の相互
作用についてその概念的追試に成功していることを示唆するものであった。そこで2回目のデータ収集にあたって
は、この遺伝と環境要因の相互作用にも注目し、その相互作用のパターンは通文化的であるのか、また通文
化的であっても環境要因に含まれる文化的特徴の差異を反映した形で行動傾向の文化差が見られるの
か等についても検討した。 

・ゲノムワイド関連解析 (GWAS) 

 1回目のデータ収集の結果は、文化と遺伝子の相互作用について既存の研究が着目してきた遺伝子多型（例えば、
オキシトシン受容体遺伝子やドーパミンD4受容体遺伝子）に基づくものである。このような決め打ちによって知見
が見い出せていない可能性が考えられたことから、探索的にジャポニカアレイを用いた遺伝子解析サービスを利用
し、約45万の一塩基多型と心理傾向（特に幸福感）との関連を調べた。 

 

４．研究プロジェクトの体制 

研究代表者等の別 氏 名 所属機関・部局・職名 研究項目 

研究代表者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分担者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分担者 

 

 

 

 

分担者 

 

 

 

 

 

石井敬子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大坪庸介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口泰基 

 

 

 

 

松永昌宏 

 

 

 

 

 

東海国立大学機構名
古屋大学・大学院情
報学研究科・准教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸大学・大学院人
文学研究科・教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸大学・大学院人
文学研究科・准教授
（認知神経科学） 

 

 

愛知医科大学・医学
部・講師（内分泌学、
応用健康科学） 

 

 

 

【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・行動バッテリー作成の統括、文化心理学からのテスト提案 

・実験実施の統括、日本でのデータ収集 

・データ解析の統括 

【アジア系移民研究】 

・実験課題の準備、監督、統括 

【オキシトシン噴霧剤投与実験】 

・日米での実験準備・統括 

【唾液セロトニン・オキシトシンの解析】 

・データ解析の統括 

【トリプトファンサプリ投与実験】 

・日本・カナダでの実験準備・統括 

 

【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・行動バッテリー作成にあたり、進化心理学からのテスト提案 

・日本でのデータ収集 

・行動データ解析 

【アジア系移民研究】 

・実験課題の準備 

【オキシトシン噴霧剤投与実験、トリプトファンサプリ投与実
験】 

・日本での実験準備 

 
【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・行動バッテリー作成にあたり、認知神経科学からのテスト提案 

・日本でのデータ収集 

・行動・脳波データ解析 

 
【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・行動バッテリー作成にあたり、内分泌学からのテスト提案 

・遺伝子データ解析 

・行動データ解析 

【唾液セロトニン・オキシトシンの解析】 

・唾液データ解析 
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分担者 

 

 

 

 

 

 

 

分担者 

 

 

 

 

 

分担者 

 

山末英典 

 

 

 

 

 

 

 

増田貴彦 

 

 

 

 

 

Heejung 

Kim 

 

浜松医科大学・医学
部・教授 

（精神医学） 

 

 

 

 

 

アルバータ大学・心
理学部・教授（社会・
文化心理学） 

 

 

 

カリフォルニア大学
サンタバーバラ校・
心理学部・教授（社
会・文化心理学） 

 

【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・行動バッテリー作成にあたり、内分泌学、臨床からのテスト提
案 

・データ収集時の倫理的問題などの監督 

【オキシトシン噴霧剤投与実験、トリプトファンサプリ投与実
験】 

・実験実施上の問題にあたっての助言 

 
【行動バッテリーテストと遺伝子多型の網羅的解析】 

・カナダでのデータ収集 

・行動・脳波データ解析 

【トリプトファンサプリ投与実験】 

・カナダでの実験の準備 

 

【アジア系移民研究】 

・実験課題の準備、助言 

【オキシトシン噴霧剤投与実験】 

・アメリカでの実験の準備 

 
５．研究成果及びそれがもたらす波及効果 
本研究は、当初1回目のデータ収集の結

果をもとに成果を出していく予定であっ
たが、研究動向が短期間に大きく変わ
り、サンプルサイズを大きくしないと公
刊が難しい状況となったことから追加で2

回目のデータ収集を行った。さらには、
日本人を対象とした唾液サンプルと心理
傾向との関連についてもサンプルサイズ
を大きくするため追加のデータ収集が必
要であった。そのような中、追加のデー
タ収集と同時並行に分析を進め、以下の
成果を見出した。 

1) セロトニン受容体遺伝子 (5HT2A) と
未来の効用を割り引く現象に関連が見
られ、Gをもつ個人はAをもつ個人と
比べ、未来の利得を割り引きにくいも
のの（つまり衝動性は低いものの）(図
1)、むしろ現在の利得を特に重視し、
その割引率の時間不連続性が顕著であ
った。この結果は、石井を筆頭著者と
して、Personality and Individual Differencesに掲載された。 

2) 唾液中セロトニン濃度が高いほど、他者の気持ちを推論するために重要である視点取得能力（共感性能力のひと
つ）が低下しており、他者と喜びを共有する割合も弱いことが分かった(図2)。また、幼少期の家庭環境によ
り、青年期の唾液中セロトニン濃度を推測できる可能性も示された。この結果は、松永を筆頭著者としてPLoS 

ONEに掲載された。 

3) セロトニン受容体遺伝子 (5HT2A) と幸福感の伝播に関連があり、そのGをもつ個人はAをもつ個人よりも友人
の幸せが伝搬しやすい。脳画像データを含めた形で松永が筆頭著者として論文をまとめ、Frontiers in 

Neuroscienceに掲載された。 

4) 幸福感において、カンナビノイド受容体遺伝子と文化との交互作用が見られた。人生に対する前向きな態度は日
本人学生よりもカナダ人学生の方が全体的に高かったが、カンナビノイド受容体遺伝子多型（CNR1: rs806377）
による影響が見られ、日本では比較的稀な遺伝子多型であるCC遺伝子型を持つ個人は人生に対して特に前向き
であることが分かり、カナダ人学生とほぼ同等であった。カナダにおいては、逆にTT遺伝子型の方が前向きな
態度得点が高いことも示された (図3)。これについては、松永を筆頭著者としてPLoS ONEに掲載された。 

5) 先行研究は、オキシトシン受容体の遺伝子多型のうちの1つ (rs53576) が文化環境に敏感であり、特にそのGを
持つ個人はAを持つ個人よりも文化規範に関連した感情の制御をしやすいことを明らかにしている (Kim et al., 

2011)。感情の制御の規範は欧米よりも東アジアにおいて強い一方、感情表出の規範は東アジアよりも欧米にお
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いて優勢である。本研究は、感情表
出の規範の文化差に着目し、オキシ
トシン受容体の遺伝子多型が調整す
る可能性について検討した。そして
オキシトシン受容体の遺伝子多型の
うち、rs53576に加えて、rs2254298

についても解析し、分析に含めた。
その結果、感情表出のうち、特にポ
ジティブな感情の表出の程度につい
ては日本よりもカナダにおいて有意
に高くなった。しかし先行研究に基
づく予測に反し、遺伝子多型による
影響は見られなかった (図4)。石井
が筆頭著者として論文を執筆し、
Culture and Brainに掲載された。 

6) 先行研究では、集団主義の文化にお
ける赦しと個人主義文化における赦
しには質的な違いがあるとされる。
具体的には、集団主義の国では社会
的調和が重んじられるため、文化規
範により赦しが促され、その結果、
性格などの個人差と赦しの関連がな
くなるとされている。これに対して
本研究では、日本・カナダの両国に
おいて性格の5大因子のうちの協調
性、外向性、情緒安定性が赦し傾向と有意に相関していることが示された。この結果は、大坪を筆頭著者として
Canadian Journal of Behavioral Scienceに掲載された。 

7) 子どもの頃の養育環境はさまざまな社会性に影響を与えるが、本研究では一般的信頼に着目し、その環境要因と
オキシトシン受容体の遺伝子多型 (rs53576) の相互作用を検討した。その結果、文化にかかわらず、厳しい環境
のもとで育ったと回答した参加者ほどその一般的信頼は低い傾向にあった。しかもその関係に対するオキシトシ
ン受容体の遺伝子多型 (rs53576) による影響も見られ、そのような養育環境と一般的信頼との負の関係は、特に
AAの個人において顕著だった。これについては、石井が指導する大学院生のZhengが論文を執筆し、
Psychoneuroendocrinologyに掲載された（プレスリリース：https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/public-

relations/researchinfo/upload_images/20200903_i1.pdf）。 

8) 北米と比較し、日本では対人的な関係性に注意を向けやすく、それが感情認識にまで及んでいることが明らかに
なっているが (e.g., Masuda et al., 2008)、対象人物間の関係性を操作し、その中心人物の感情を認識する際の脳活
動（脳波）を計測し、その関係性の情報の影響の文化差を日本とカナダで探索した。この課題では中心人物とそ
の周りの人物の表情が一致している場合と不一致の場合があり、かつそれら人物が親しい間柄である、単なる知
人である、見知らぬ同士であるという関係性の手がかりが操作された。ここで注目したのは、知覚者の持ってい
る期待と逸脱した情報が呈示され、その処理過程で検知されるN400という成分であり、カナダでは親しい間柄
と教示されたときのみN400が大きく検出されたが、一方日本では単なる知人と教示されたときのみN400が検出
された。これは先行研究における注意の文化差の内容をより精緻化するものである。この知見は、増田が中心と
なって論文を執筆し、Social Neuroscienceに掲載された。 

9) 感情を理解する際、北米と比較し、東アジアでは表情よりも語調が重視されやすいことが指摘されている。日本
人において表情よりも語調が重視される可能性について、従来の研究で用いられてきた行動指標に加え、脳活動
（脳波）も測定し検討した。その結果、予測と一致し表情よりも語調による干渉効果が大きく生じ、さらにこの
語調による干渉効果が大きいほど、P200という陽性電位の振幅も大きくなり、語調に対して自発的に注意を向
けやすいことが示唆された。これについては、石井と野口が中心となって論文を執筆し、Culture and Brainに採
択された。 

10) 子どもの頃の養育環境は、幸福感や孤独感に影響を与え、またセロトニントランスポーター遺伝子による影響も
受けることがこれまで指摘されてきている。具体的には、その養育環境が望ましくないことによって幸福感は下
がり（孤独感は上昇し）、またその傾向はセロトニントランスポーター遺伝子多型のうちss型において顕著であ
る。一方でこの結果を追認しない研究も数多く見られ、それを支持するメタ分析に基づく研究も公刊されてい
る。しかしこれらの研究は主に欧米圏によるものであり、ss型の割合がそれよりもかなり高い東アジアにおい
て、十分なサンプルサイズを用いて検討した場合にどのような知見が得られるかは不明である。実際、我々の日
本人サンプルに関して幸福感や孤独感に関して、子どもの頃の養育環境とセロトニントランスポーター遺伝子多

 

図3. カンナビノイド受容体遺伝子多型と文

化による幸福感への影響。TT 遺伝子型に

おいて、幸福感 (A) や楽観主義 (B) は日

本人よりもカナダ人で高く、一方、悲観主義 

(C) はカナダ人よりも日本人で高い。 

図 4. 否定的な感情の表出のしやすさ (a) は日

本において、一方肯定的な感情の表出 (b) はカ

ナダにおいてそれぞれ顕著であり、その文化差

はオキシトシン受容体遺伝子多型 (rs53576) に

よる影響を受けない。 

https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/public-relations/researchinfo/upload_images/20200903_i1.pdf
https://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/public-relations/researchinfo/upload_images/20200903_i1.pdf


7 

型の相互作用を検討したところ、有意なパターンは見られなかった。これについては、大坪が論文を執筆し、
Japanese Psychological Researchに（軽微な修正の上で）採択されることになった。 

11) 先行研究では、セロトニン2A受容体のある遺伝子多型と幸福感が関連することが示唆されているものの、比較
文化研究の文脈では検討されてきていない。そこで本プロジェクトの日本人サンプルに加えて、別途アメリカ人
のサンプルを追加し、友だちに良いことが起きたときにどの程度幸せを感じるのかを指標としてその遺伝子多型
の効果を検討した。その結果、先行研究と同様、日本人サンプルでは、Gアレルをもつ個人はAA型をもつ個人
よりも、友だちに良いことが起きたときに自らの幸せを感じやすく、またアメリカ人サンプルにおいても同様の
傾向が見られた。これについては、松永が論文を執筆し、Japanese Psychological Researchに投稿した。 

12) ソーシャルサポートに関する文化心理学による研究は、相互協調的な「持ちつ持たれつ」の関係を維持していく
こと必要性ゆえに、東アジアの人々は、他者に自身の問題を開示し相談することが相手の迷惑や自分の面子を汚
すことになるのではないかという懸念から、ソーシャルサポートを求めにくいことを示している。しかし、その
ようなソーシャルサポートの文化差に関する別の説明要因についてはこれまでほぼ検討されてきていない。そこ
で本研究では、共感的関心の文化差に注目した。そして予測と一致し、カナダ人と比べ、日本人は共感的関心が
低く、また共感的関心が低い人ほどソーシャルサポートを求めにくいといった、共感的関心による媒介効果が見
られた。さらにフォローアップとして、日本およびアメリカの一般人を対象にインターネット調査を行ったとこ
ろ、そのパターンが追認された。これについては、石井が指導する大学院生のZhengが論文を執筆し、PLoS 

ONEに投稿した。 

13) これまでの先行研究は、ドーパミンD4受容体遺伝子 (DRD4) に関し、その特定の遺伝子多型（2 repeatないしは
7 repeatのアレル）をもつ個人において、相互独立・協調の文化差が顕著であることを報告している (Kitayama et 

al., 2014)。その先行研究が用いた相互独立と相互協調の指標とほぼ同じものが本研究にも含まれているため、第
1波と第2波のデータセットを合わせ、先行研究よりもサンプルサイズを大きくした上で、その知見が追認される
か検討した。その結果、相互独立・協調の文化差は追認された（つまりカナダ人は相互独立的であったのに対
し、日本人は相互協調的であった）一方、DRD4との相互作用は全く見られなかった。これについては、石井が
論文を執筆し、Psychologiaに採択された。 

14) ソーシャルサポートの求めやすさに注目し、子どもの頃の養育環境がそれに関連するのに加え、オピオイド受容
体の遺伝子多型が相互作用する可能性について検討した。子どもの頃の養育環境が望ましいほどソーシャルサポ
ートは求めやすいといった関係は、GG型のその遺伝子多型をもつ日本人において見られた。これについては、
石井が指導する大学院生のZhengが論文を執筆している。 

15) ゲノムワイド関連解析を実施し、限られた遺伝子多型に着目してそれと心理傾向との関連を見るのではなく、約
45万の一塩基多型と心理傾向（特に幸福感や赦し傾向）との関連を網羅的に検討し、未知の遺伝子多型と心理傾
向との関連を検出する作業を進めた。現在、その候補を4つにまで絞り、その妥当性を検討している。 

 

本研究の学問的特徴の第一点目は、人間・社会科学の諸問題に通低する「文化」という要素を自然科学的な方法
により理解することでの文理融合を目指した点にある。伝統的で標準的な社会科学のモデルでは、文化こそ生物学
的影響から自由なものであり、人間・社会科学が独占的に扱う対象であると考えられてきた（Tooby & Cosmides, 

1992）。伝統的な標準社会科学モデルが文化にそのような特権的地位を付与する一方、自然科学の分野では文化を適
応という観点から捉えなおす動きが高まった（Cavalli-Sforza & Feldman, 1981; Durham, 1991; Richerson & Boyd, 

2005）。また、心理学においても、文化は外生的で人々の認知・感情・行動に影響する要因として従来扱われてきた
が、文化心理学に代表されるような文化と人の心の相互規定のダイナミックスを明らかにしたいという動きが生じ
た（Bruner, 1990; Markus & Kitayama, 1991; Shweder, 1990）。本研究は、根本的な関心を共有するこれらの分野をつな
ぐ文理融合的な試みとして位置づけられる。その試みとして、日本とカナダで約800名に対し行動バッテリーテスト
を実施し、18の遺伝子多型をターゲットにしたとき、そこで測定された自己観、認知特性、感情制御や表出、個人
の知能や性格、幼少時の養育環境等の個人の環境要因に関する情報に差異が生じるのか、さらにはそ
の差異の表れ方に文化差があるのかについて検討した。このような大規模な比較文化調査を実施する
ことができたのは、社会行動に着目した比較文化研究のエキスパートと内分泌学や精神医学のエキス
パートとが協働したからに他ならない。その結果は、文化と遺伝子との相互作用が極めて限定的なも
のであり、本研究の仮説のうち個体発生レベルでの適応の可能性を示唆する。従来の社会・文化心理学は、当
該の社会・文化環境を生きることを通じて、人はその環境に見合った心の性質を獲得するとし、個人の内面化のプ
ロセスを重視した理論を構築してきた。本研究は、文理融合による自然科学的な方法による文化の理解をもってし
ても同様の結論が導けることを示唆し、これまでにないアプローチからその理論を支持したことになる。一方、比
較文化的な見地による文化と遺伝子との相互作用は限定的であったのに対し、遺伝と環境要因の相互作
用に関しては、例えば、幼少期の家庭環境により青年期の唾液中セロトニン濃度が異なり、また唾液中セロトニ
ン濃度の高低は共感性や他者と喜びを共有できる程度と関連していること、さらには文化にかかわらず、厳しい家
庭環境のもとで育った参加者ほどその一般的信頼は低く、しかも養育環境と一般的信頼との負の関係は、特にオキ
シトシン受容体の遺伝子多型 (rs53576) AAの個人において顕著であることがわかった。さらに解析を進めていくこ
とにより、社会・文化環境とそれを生きる個人の感情や社会性がどのように関連しあっているのかについての自然
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科学的な理解は一層深まるだろう。 

本研究の学問的な特徴の第二点目は、その多層性にある。つまり、①遺伝子レベル、②個人の心理過程のレベ
ル、③社会・文化レベルである。従来の社会・文化心理学の研究は、このうちの②と③の関係に着目したのに対
し、人間の行動や認知の分子・神経基盤についての研究は、このうちの①と②に着目しており、いずれも個人の心
理過程に焦点を当ててきた。しかし、社会性を帯びた心の性質を前提とするのか、それともそのような側面を排し
たヒトという生物種の基盤をなす心の性質を前提とするのかという部分における考え方の相違が相まって、これま
で相互交流は困難であった。しかし本研究ではメンバーが協働して日本とカナダで実験を行い、そのデータセット
に基づく論文を6本国際誌において公刊し、加えて、国内外の学会発表、The 23rd Congress of International Association 

for Cross-Cultural Psychology (2016年8月) や日本心理学会第83回大会 (2019年9月) におけるシンポジウムの開催、神
戸大学における成果発表会 (2017年8月) を通じて研究成果を公表していき、その内容について国内外の人文・社会
科学の研究者、神経科学者と広く議論してきた。本研究のデータセットに基づく論文は今後も公刊されることが期
待され、また学術書の出版を通じた成果公表も計画している。そのようにして社会・文化と人間との関わりについ
て統合的な理解を推し進める一方、文化のあり方を問う本研究の成果は、広く一般にも公開されるべきであり、学
術書の出版に加えて、一般向けの書籍の出版等を視野に入れていく予定である。 

 

６．今後の展開 
本研究を申請した2014年の段階と比較し、遺伝子と社会・文化環境要因との相互作用を検討する研究はさまざま

な批判を受けている。これまでの先行研究の多くは専ら単一の遺伝子に着目し、特に環境情報に敏感な遺伝子多型
をもつ個人ほどそれを取り巻く環境要因による影響を受けやすいことを明らかにしてきた。例えば、セロトニント
ランスポーター遺伝子でsを持っている人たちにおいてのみ、3～11歳といった幼少期における虐待等の経験は成
人期でのうつを予測しやすく (Caspi et al., 2003)、後続の研究でも特にs/s型の人たちでは、幼少期における家庭環境
が危険であったり現在の環境が非常にストレスのかかるものであったりするとうつの兆候が見られやすく、一方幼
少期における家庭環境が比較的安全なものであったり現在の環境があまりストレスのかかるものでなかったりする
とむしろうつの兆候は見られにくいことが示されている (Taylor et al., 2006)。また当該の社会・文化環境において優
勢な価値に対応した行動傾向は、環境情報に敏感な遺伝子多型をもつ個人において顕著にみられることも示されて
いる (Kim et al., 2010; Kitayama et al., 2014)。しかしながら前者の遺伝と環境要因との相互作用に関する研究に関し
て、Caspi et al. (2003) 以降、その知見が追認できないという報告も数多くある (e.g., Culverhouse et al., 2017)。さまざ
まな分野において再現可能性が声高に主張されている昨今、心理学や神経科学分野におけるそれは極めて深刻な問
題である。特に、遺伝子と社会・文化環境要因との相互作用の文脈では、各研究におけるサンプルサイズが小さい
こと、単一の遺伝子による影響という仮定が単純すぎ、複数の遺伝子による交互作用による結果を考慮していない
ことが追試を難しくさせている原因として指摘されてきている。本研究は、最終的には約800名のデータを収集
し、昨今の研究で必要とされているサンプルサイズのスタンダードを満たすとともに、自己観、認知特性、感情制
御や表出といったさまざまな行動傾向、および個人の知能や性格、幼少時の養育環境等の個人の環境要因に
関する情報を比較文化的に得た。この解析結果は、遺伝子と社会・文化環境要因との相互作用の文脈におけ
る再現可能性の議論に大きな影響を与えることが期待できる。そして、今後、他の研究者が二次解析を可能とす
るような公開データベースを作成することによって、その解析結果を踏まえた新たな研究が創発される可能性もあ
る。 

さらに、遺伝子と社会・文化環境要因との相互作用に関連した研究に対する批判や限界を克服するためには、そ
の相互作用がどのような生物学的な機序によって生じているのかについて明確な仮説を挙げた上での知見の積み重
ねが望ましいという意見もある (Rutter, Moffitt, & Caspi, 2006)。実際、本研究の知見はいわゆる相関研究の域を出な
い問題点を抱えている。さらには、遺伝子多型どうしの相互作用についても想定できていない。また、未知の遺伝
子多型が社会・文化環境要因と相互作用し、心理傾向に影響を与えている可能性についてもかまだ検討できていな
い。本研究が探索的に行ったゲノムワイド関連解析は、こうした問題点を克服しようとする1つの試みである。そ
の知見を踏まえて、その未知の遺伝子多型と心理傾向との関連がどの程度妥当なのか、さらにその関連性は社会・
文化環境要因によって調整されるのか、本研究を礎としてそのような研究の展開も可能であるだろう。 
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